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審査要旨 (2, 000字以内）

本論文は世界の中でも九州 ・沖縄を中心とする南西日本に最も多い、成人 T 細胞白血病 ・リンパ

腫 (ATL) などの原因となるレトロウイルス HTLV-1 (Human T-cell leukemia virus type I)の

taxの多様性に培目し、沖縄を中心に分布している HTVL・lが九州を中心とする本土の HTVL・lと

は異なる系統であり 、aggressiveATLの予後不良と深く関連していることを明らかにしており 、博

士論文として相応しい と判断した。

HTLV・lは 5'・LTR,gag, prn, env, pX, 3'・LTR領域で構成されるレトロウイルスである。 日本は先

進国の中では唯一 HTLV-1の多くのキャリアが存在している。HTLV-1キャリアは多かった九州沖

縄地方では減少している一方、人口の移動により大都市を中心に全国に拡散する傾向があることが

指摘されている。 これまでの研究により HTLV・lは 5'・LTR領域の配列に基づき大きく 3つのタイプ

に分類される。その一つ Cosmopolitansubtypeはさらに 4つの subgroupに分類され、日本人から

（次頁へ続く）



審査要旨

見出される HTVL・lの多くは Japanesesubgroupに分類される。HTVL・lは taxの塩基配列の

違いから taxAとtaxB(Japanese subgroup)の2つの genotypeに分類でき、先行研究により

鹿児島及び本小卜1のキャ リアは taxBgenotypeが主であると報告されていた。

申請者は ATL患者の後方視的解析から、沖縄県における aggressiveATL患者が本土の患者

と比較して予後不良であることに着目し、沖縄県の HTLV・lが本土の HTLV・lとは異なる可能

性を考え、 aggressiveATL患者の臨床的特徴や治療反応性、予後について taxgenotypeに着

目し、比較検討した。沖縄県における HTLV・lの taxgenotypeは鹿児島県の分布とは異なり、

taxA genotypeが多く、特に HAM(HTLV・1関連脊髄症）/TSP(熱帯性痙性麻痺）患者に多いこ

と、 ATL患者では taxAgenotypeは少ない傾向が見られたが、 aggressiveATL患者では taxA

群で完全／部分寛解が低く、予後不良と関連がある可能性を示した。さらに多変量解析により危

険因子を見出しているなど研究の結果が臨床と結びつく結果が得られていることは評価でき

る。また、沖縄の HTLV-1の taxgenotypeが本上とは異なることからその伝播経路を解明する

試みを継続していることや HTLV・lの網羅的迫伝子解析を始めていることも今後の成果が期待

できる


